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は じ め に
私はこれまで４回にわたり, ６篇の研究ノートによってムラトーリの膨大
な著書 『イタリア年代記』 の紹介を試みて来た１)｡ その後の部分の多くは,
我が国でも周知の事柄なので, 私はこの紹介を打ち切ることも考慮したのだ
が, ムラトーリの個々の事件や人物に関する見方や評価がこれほど端的に記
されている作品が他にはないという事実を考慮すると, やはり何らかの仕方
でこの膨大な著書を紹介することは無意味ではないと考えを改めた｡ とりわ
け後世ルネサンスと呼ばれた時代や, 彼自身が生きた18世紀について, ムラ
トーリがどのように評価していたかは, 私が最も知りたい事柄でもある｡ そ
れにベルテッリのように, この著書を一部分を除いてあまり評価しない歴史
家がいる２）ものの, 若干の留保を付けながらではあるが, 一定の評価を与え
ている歴史家も少なくないのである｡
彼らが評価しているのは, 制度的構造の紹介やヴェズビオ火山の噴火の活
写のような貴重な情報は勿論だが, それにも増して ｢法王庁の世俗的活動に
対する遠慮のない見方, 国家理由や侵略精神への不変の拒否, 人民の平和と
幸福を常に希求していること (フォルティ)｣３）や, あるいはローマの検閲者
を憤激させた ｢語り口の素朴さ, 狡猾で庶民らしい, いくらか粗野で露骨な
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機知を弄し, 豊かで色彩豊富で, しかも傍若無人な逸話を無遠慮に語ってや
まない (ファルコ)｣４）ことなど, いわば率直に吐露されたムラトーリ一流の
物の見方とその際の語り口だと言えるであろう｡ したがって, 本論において
は, さらにそうした部分に焦点を合わせて, ムラトーリの事件や人物にたい
する見方がはっきりと出ている部分を取り上げて紹介していくことにしたい｡
またこうした作業によって, ムラトーリの歴史記述の特質や, そこに欠けて
いたものも, より明確に把握できるはずである｡
用いている版は, 従来通り, Opere di Muratori, 1790 Venezia の Vol.XVI-
XLII (全27巻) で, 本論ではオットー一世のイタリア南下に関係する, 950
年前後の事件を扱った Tomo XIII 巻の始めから, 叙任権闘争が幕を閉じる
1120年代, すなわち Tomo XV の途中 (p.210) まで, いずれも450ページを
越える書物の約２巻半弱を扱う｡ 紙数も限られていることを考慮して, まず
最低限度押えるべき主題は以下の３点である｡
１. イタリアにおけるドイツ皇帝支配が確立する過程と初期皇帝たちの評価｡
２. ドイツ皇帝の助力によって法王権の権威が立ち直った経緯｡
３. 叙任権闘争, 特に ｢カノッサの屈辱｣ をムラトーリはどう描いたか｡
第一章 イタリアにおけるドイツ皇帝権の成立
ヴィーコのような例外を除くと, たとえばマキアヴェッリからクローチェ
まで, 概してイタリアの歴史家の文章は論理的で, 骨格が素朴, 単純であり,
少し慣れれば読み易くできていると言えるのだが, その中でもムラトーリの
文章は抜群に平明である｡ 単語もごく稀に用いられる術語以外は, 日常用語
の範囲を出ることはないし, 特に構文が単純である｡ しかしそうした単純明
快な文章の中でも, 今取り上げている 『イタリア年代記』 の文章は特に平易
なのである｡ 口の悪いベルテッリの ｢泥川の水が流れるように年々が相次
ぎ｣５）と表現しているが, 私もこの作品がイタリア語の文章というよりも,
ごく単純な数式の反復によって書かれているような印象を抱いてしまうこと
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がある｡
おそらくそうした印象は, この作品の標題の ｢年代記｣ という形式と無関
係ではないようである｡ この作品は一年毎に分割して, 中世の年代記のよう
な形式で書かれている｡ しかし本物の年代記は, 原則として事件が起こった
時点で書き足されて行くのに対して, ムラトーリは同時代の記録を取捨選択
することで書き足していく｡ したがってあくまでこれは本物の年代記を偽装
しているに過ぎないのだが, やはり普通の歴史書とは異なった, 一種独特の
効果を生んでいることは否定できない｡ とにかく新しい年が来て, 新しい事
件がおこり, それが将来どうなるかは分からない｡ このせわしなさと見通し
のなさこそ, この形式が生み出した効果なのである｡ たしかに一種の臨場感
があることを認めねばならない｡ ムラトーリが目指していたのが, 過去の再
現だとすれば, ある程度そのことには成功している｡ しかし失われたものも
少なくなく, こうして生まれたのは, ほとんど直説法一本槍の世界で, その
効果と損失の大小は, 扱う内容の性質によって異なるであろう｡
こうした独特の形式が意外に効果的であるのは, 歴史自体が持つ, 非論理
性や偶然性のおかげである｡ たとえば, 今日の世界史においてまるで一種の
歴史的必然のように見なされ易いドイツ皇帝のイタリア支配も, ムラトーリ
の記述に従えば, 実は何の必然性も論理性も持たない, 偶然の集積であった
という印象を受ける｡ 年々の事態の進行の途中では, まさしくそのように受
け取らざるを得ないのだ｡ そうした歴史的現実のあやうさは, もっぱらその
年に起こったことのみを記述するという, この作品のいわば ｢疑似年代記｣
とも呼ぶべき性格によって, きわめて効果的に現わされている｡ 特にドイツ
のザクセン王朝のオットー (本論では人名は原則としてムラトーリが用いた
イタリア語表記で記述を進めるが, あまりにも有名な人物は通称で表記する)
一世のイタリア到来以来, 同じ王朝のハインリッヒ二世の南下による皇帝権
力の確立までの状況の叙述は, 一つ間違えればどう転ぶか分からない, 歴史
的現実の不安定さをまざまざと伝えている｡
プロヴァンス出身のウーゴ王は, イタリア王国時代末期のきわめていかが
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わしい存在として, ムラトーリによってはっきりと否定的に描かれていたの
だが, その息子ロッターリオとその妻アデライデが権力の纂奪者ベレンガー
リオ二世の手中に陥って人質同然の身となると, 突然哀れな犠牲者として評
価が逆転し, とりわけ950年に夫ロッターリオを失って, ガルダ湖畔の砦に
幽閉された, 一女の母ではあっても芳紀わずか20歳という, 才色兼備の前王
妃アデライデは一躍悲劇のヒロインとして, 天下の同情を一身に集める｡ あ
る神父の手引で湖畔の砦から脱出した彼女は, 小船でガルダ湖を渡り, 当時
アルベルト・アッツォのものだったカノッサ城に匿われるが, ベレンガーリ
オの部下に包囲される｡ オットーは, ドイツから南下してこのうら若き未亡
人を救出したばかりか, たまたまこの時妻を失っていたので求婚して, 952
年９月にはすでに二人は結婚していた｡
しかしこの時には戴冠式は行われておらず, 法王ヨハネス十二世によって
戴冠されたのは, それから10年後のことであった｡ そしてアデライデをいじ
めたベレンガーリオ二世も, 彼を討つために派遣されたオットーの息子ロド
ルフォの急死などに助けられて, この時期までは抵抗し続け, 最後の拠点サ
ン・レーオ砦で捕えられ, 妻子とともにドイツの牢獄に送られるのは, よう
やく964年のことに過ぎない｡ オットーは自分に戴冠してくれた法王ヨハネ
スが, 実はベレンガーリオとも連絡を取り合い彼を裏切っていたことを知っ
て, 彼を罷免してレオ八世に交代させねばならなかった｡ しかもローマ滞在
中に市民の反乱に遭って, あわてて市外に退去したこともあった｡ だからこ
の初代ドイツ皇帝の権力は, 後代の西洋史の知識に基づいて想像するほどに
は, 強大でも安定したものでもなかったのだ｡ 973年の脳溢血もしくは他の
急性の病気による皇帝の死を記した後, ムラトーリはこの皇帝に, ｢野蛮人
の敵だったこの君主は, 戦いによる大事業, 宗教への愛とその普及, 正義へ
の情熱, その他の輝かしい美徳のために, 正当にもシャルルマーニュに続い
て大帝という称号が与えられた (T.XIII, p. 153)｣ という称賛を捧げている｡
この簡潔で他人行儀な筆致は, ムラトーリのこの皇帝に対する共感の欠如を
表しているのである｡ 大体ムラトーリは, オットーの結婚のエピソード自体
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をあんまり好ましく描いてはおらず, 後年のアデライデをも好意的に描いて
いない｡
オットーの死後, アデライデとの結婚で生まれたオットー二世が, 若年な
がら皇帝の地位を継いだ｡ ｢喧嘩屋｣ のあだ名を持つバイエルン公ハインリ
ッヒからの挑戦を退け, 彼を帝国から追放することに成功した｡ 箔をつける
ために結婚した東ローマ帝国皇帝の娘テオファニーアも, 母アデライデより
も賢明で果断な皇后となった｡ アデライデは信心深すぎて, やたらと寄進し
たがる癖があり, そのため息子のオットー二世との関係は, メロドラマ的な
和解の瞬間を除くと, あまり良くなかったらしい｡ ムラトーリはこれら三人
の内で, 男性的な気質の持主だったテオファニーアを最も高く評価している｡
オットーは南イタリアで回教徒と戦い, 命からがら生き延びる, という体験
を味わった｡ 残酷な振る舞いでローマ市民から愛想を尽かされたこともあっ
た｡ 気宇が雄大で, (日本でならとっくにかかっているはずだが) 今でもま
だかかっていない, シチリアと本土を結ぶ橋をかけようと計画している, と
いう噂が流れていた｡ 983年の12月, オットーはまだ30歳になるかならない
かの若さで, 病を得てローマで死去｡ この死に関しては, ｢こうして死は,
花の盛りの時期に, もしも彼の寿命がもっと長ければ, 父の栄光に肩を並べ
ることが約束されていたこの君主の生命と企てていた計画とを断ち切った｡
聖アダルベルト伝の作者は, 野心が大きく, 知恵が乏しい者という評価を彼
に与えた (Id., p. 215)｣ と, 通常若死にした君主には過剰な同情を寄せてそ
の死をなげく傾向があるムラトーリにしては, 意外に素っ気なく記し, しか
も前文とやや矛盾した辛辣な引用を付け加えている｡ このさりげない引用を
見ると, 一見事実の羅列のみに終始しているムラトーリも, 結構テクニシャ
ンで, その技巧を楽しんでいたことが分かる｡
オットー二世が若年で死去した時, その息子のオットー三世はまだ三歳で,
当然母親のテオファニーアが後見してやらねばならなかった｡ 父が追放した
はずのハインリッヒが復権するなどの試練にさらされたが, テオファニーア
は意外な交渉上手で, 息子のために何とか権力を持ちこたえた｡ だが991年
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に病死し, その後このしっかり者の母とは犬猿の仲で, 一時は完全に世を捨
てたかに見えた祖母アデライデがドイツに戻って後見人となった｡ オットー
三世は996年に16歳でローマへ行き, 法王ヨハネス十五世の手で戴冠された｡
この若い皇帝の時代には, 皇后マリーアの不倫の有無をめぐる神明裁判など,
奇妙な伝説がつきまとうが (ムラトーリはその事件を一応伝えながら, 後代
の創作だと否定している), 特に奇怪なのはアーヘンで彼が行ったシャルル
マーニュの墓の発掘で, ムラトーリはそれについて, ｢オットーはその首か
ら垂れていた金の十字架と, 腐敗していない衣服の一部だけを取って, 残り
は元にままにしておいた｡ この (発掘という) 行いは教会規律に反していた｡
そこでシャルルマーニュがオットーの前に現れて, 彼が世継ぎを得ずに死ぬ
だろうと予言した, という噂が流れた｡ この時代の歴史はこうした類いの夢
や幻に満ちている｡ 当時はすべてが信用され, 少なからぬ人が, そうした珍
事をでっち上げた (Id., p. 306)｣ とコメントしているが, 現代でもありえな
いとは言えない｡ 999年に祖母アデライデら頼りにしていた人々を相次いで
失ったオットーは, イタリアで反乱に遭い, 何とか耐え凌いだものの, ドイ
ツで反皇帝の陰謀が進む中, 1002年にスポレートへの旅の途中で急死した｡
発疹チフス説と, 毒殺説があり, ムラトーリは後者を否定して, ｢そのいと
も高貴なる気質, 精神と知における素晴らしい素質について, ドイツの古い
歴史家たちは飽きずに語り続ける (Id., p. 327)｣ という, 彼独特の本気とは
信じ難い夭折者への賛辞をつけ加えた｡ 父親以上に若い22歳の死への憐れみ
に違いない｡
こうしてまがりなりにも三代40年間続き, 法王権に対しても優位に立って,
何とか定着したかに見えたドイツ皇帝権ではあったが, 実際にはそうではな
かったことは, オットー三世の死後わずか24日の空白の後, パヴィーアでイ
ヴレーア侯アルドイーノがイタリア王に選ばれたことで分かる｡ 他方ドイツ
では, 結構有力な候補者が数人いたが, 結局前述の ｢喧嘩屋｣ とは別人で,
オットー大帝の弟の孫にあたるバイエルン大公ハインリッヒが, オットーと
の血の近さなどをうまく利用して王位を継承することに成功し, 対立候補の
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エリマンノ (ヘルマン) も, ｢この年の10月の始めに彼の足元に身を投げて,
忠誠を誓った｡ (Id., p. 334)｣ こうして王に選ばれた後, ハインリッヒはそ
れまでの四世を改めて二世と名乗るが, ムラトーリは, 当初は三世として記
し, 1004年以後に二世と記している｡ こうしたミスはこの作品では決して珍
しいことではない｡
いずれにせよ, イタリア王とドイツ王の対決は時間の問題となった｡ ｢と
ころがこの時アルドイーノは, 自分を王位に着けてくれた領主たちを虐待す
ることによって, 自らの墓穴を掘った｡ とりわけブレッシャの司教が彼に不
快な言葉を吐いたために, その髪の毛をつかんで, 無礼にも農夫同然に地面
に引きずり倒した｡ この途方もない怒りのために, イタリアの領主たちの多
くは, 彼を王に選んだことを後悔して, ひそかに使者や手紙を送り善良なハ
インリッヒ王をイタリアに来るよう招いた｡ (Id., p. 334)｣ こうした記述に
は, ムラトーリがイタリア王を支援する気持ちは全然感じられない｡ 要する
に玉が悪すぎたのだが, 同時にイタリア人君主を支持しようとする民族意識
も全く感じられない｡ そうした独伊双方の味方に守られながら, ハインリッ
ヒはイタリアを南下した｡ ｢アルドイーノは領主たちの愛をかちえることが
できなかった｡ 悪徳にも満ちていた｡ (中略) それに当時イタリアには, 遠
いドイツ王の下にいる方が, 自分の利害にとって有利であると信じている者
が少なくなかったのだ｡ (Id., p. 350)｣ こうしてほとんど無血で, パヴィー
アについて, イタリア王位の戴冠式を挙行したが, その後パヴィーア市民と
ドイツ兵の喧嘩から騒ぎとなり, おそらくアルドイーノ派の工作で火災が発
生してパヴィーアは焼けてしまう｡ これでハインリッヒは面目を失い, ミラ
ノを経てドイツに帰国した｡
ムラトーリは同じく1004年の箇所で, ピサがルッカと共にアックワルンガ
に攻め込んだという記事を記して, ｢これがイタリアのある都市と別の都市
との間で行われた最初の交戦であり, 初めての戦いだった (Id., p. 357)｣ と
指摘している｡ この指摘の信憑性には疑問の余地があるが, この指摘自体や,
このころまでイタリアの都市は伯に治められ, 市民同士は平和を楽しんでい
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た, などというそれに続く解説は, 後代の都市史研究の視点を極めて早い時
期に先取りしていて, 先駆的な価値が認められると言えるであろう｡
一見切迫していたはずのイタリア王とドイツ王の本格的対決は, ドイツ王
妃の弟が義兄に反抗するなどという事件などがあって, なかなか実現しなか
った｡ ハインリッヒ二世が引き上げると, アルドイーノは直ちに復権して,
ハインリッヒに奪われたはずのイタリア王を名乗り, 自分に従わぬ者を武力
で征伐した｡ そうした状態が９年間も続いた｡ 勿論その間にも, たとえば
1010年ごろに本来東ローマ帝国の領土だったプーリア一帯でロンゴバルド族
出身のメーロをリーダーとする反乱が生じるなど, イタリアでは変化の兆し
が生じていた｡ そしていよいよドイツとその周辺で戦いを重ねて足元を固め
たハインリッヒ二世が, 1013年にイタリアにやって来て, 翌14年にはローマ
で, 法王ベネディクトゥス八世の手で戴冠された｡ さらに新しい皇帝は, ロ
ーマからの帰路, アルドイーノ王の一味を威嚇しつつドイツへと帰国した｡
エステ家の先祖であるオベルテンギ家の係累の４人の侯は, ベレンガーリオ
二世の血を引くアルドイーノと姻戚関係を結んでいたので, 彼の味方をせざ
るを得ず, この時皇帝軍に捕えられ, 一説では処刑されたとされているが,
実際にはそういうことはなく無事釈放されたのだと, ムラトーリは断言す
る６)｡
ところで肝心のイタリア王アルドイーノだが, 彼はアスティの砦にこもっ
て皇帝の軍勢をやり過ごしたかに見えた｡ しかしムラトーリの考えによると,
有力な歴史家たちが記しているように, 皇帝の命を受けて大軍を率いてアス
ティを襲ったミラノ大司教に強制されたためではなく, 回復の見込みのない
重病にかかったために, 1015年10月の末に彼は修道士となりその後間もなく
死去した｡ 私たちから見ると大した差はないようだが, 出家の動機や命日の
日付など, 原文を引用してくわしく検討されている｡ こうしてライヴァルが
消えたハインリッヒ二世は, 当分イタリアにはやって来ない｡ しかしイタリ
アでは, 相変わらず事件が絶えず, たとえばルーニに上陸した回教徒の一軍
を, 法王ベネディクトゥス八世の派遣した海軍が攻撃し, ムジェツト王だけ
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は小船で脱出するが, そこで捕えられた王妃も含め, 他は一人残らず殺され
るという事件が起こる｡ この事件に腹を立てたムジェット王は, 法王に今度
はこれだけの兵力を送るぞ, という意味で栗を一袋送って来たので, 法王は
怖くはないぞ, という意味で, 稗を一袋送り返した７)｡ これは具体的で, 素
朴な点で, いかにもムラトーリ好みなエピソードだが, 彼と同時代人のヴィ
ーコなら, ｢神と英雄の時代の象徴語｣８）の一例として取り上げたことだろう｡
たびたび回教徒の侵入が繰り返されたが, 実はすでにキリスト教世界の軍事
力, とりわけイタリア港湾都市の海軍力が, 回教徒や東ローマ帝国に対して
優位に立ちつつあったらしい｡ このころ法王は自らドイツへ皇帝に会いに行
き, またノルマン人を東ローマ帝国に向けてけしかけていた, とされている｡
そしておそらくピサの主導で, サルデーニャからムジェット王が追放された｡
法王ベネディクトゥス八世の説得を受けて, 1021年, 皇帝ハインリッヒ二
世はついに紛争の地プーリアに向かって南下する｡ 市民や東ローマの防衛軍
に守られたトロイアの包囲に加わる｡ 一時期は市民の皆殺しを宣言するが,
結局その助命嘆願を受け入れている｡ しかしこの時も, 陣中にペストのよう
な伝染病が発生して兵士が多数倒れたため, この皇帝はイタリアにあまり長
居せず, 少数の護衛とともに急いでドイツに帰国した｡ だがサレルノ公らも
皇帝権力が自分の上にあることを認めるなど, 従来の東ローマ帝国配下の領
主たちの帝国編入が進行したので, この遠征は決してむだなものではなかっ
た｡ こうしてこの皇帝はイタリアと安定した関係を築くことに成功したが,
1024年７月に死去した｡ ｢その美徳, とりわけさまざまな栄光に満ちた行為
に包まれた敬虔さは, 彼の名前を聖人のリストに加えるだけの価値があった｡
そこでおそらく彼が埋葬されたと思われる７月14日がその祝日となった｡
（Tomo XIV, p.4)｣ この一文は, 一見紋切り型で月並みな称賛のようだが,
おそらくムラトーリにとって, これは最高の評価だったはずである｡ その妻
クネゴンダも信仰の念が深く, 恐らく処女だろうと世間では噂されていて,
子供がなかったためにザクセン王朝は断絶し, 従兄弟同士の二人のコンラー
トが争い, 年長の方が前皇帝の推薦を受けていたことが幸いして帝位に就き,
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ザリエル王朝が始まることとなった｡ 私たちの世界史の常識では, 962年の
オットー大帝の戴冠と同時に成立したと思われているドイツ皇帝の支配だが,
実は以上のような半世紀にわたる迂余曲折の後, ようやく安定を見たという
ことが分かる｡
第二章 ドイツ皇帝の助力による法王の権威の回復
前章で見たようにイタリアを支配することとなったドイツ人皇帝の権力は,
ザクセン王朝がハインリヒ二世の死 (1024) によって断絶し, オットー一世
の子孫の一人でザリエル王朝の開祖となるコンラート二世が引き継いだ後も
これまで通りに存続し, コンラートは1027年にヨハネス十九世によってロー
マで戴冠された｡ 後に皇帝権に対立する法王権もまだこの当時は, たとえば
1024年に前述のヨハネスが兄の後を継いで, ｢俗人だったが, お金の仲介で
票を買って法王の位に上った (tomo.XIV, p.3)｣ と明記され, 1033年にその
ヨハネスの後を継いだベネディクス九世も, ｢この法王は教会史において不
評である (Id.p.50)｡ …… (バローニオは法王選出の際の君主の干渉を非難
していたが) この選出においてはいかなる君主も手を出していない｡ 金銭こ
そ彼を選出させた君主だった (Id., p. 52)｣ 云々と非難されているように,
その威信はまさに地に堕ちていた｡
1039年コンラートが死去すると, 黒い髭のために黒皇帝と呼ばれたハイン
リッヒ三世が後を継ぐ｡ ムラトーリはこの皇帝について, コンラートが狩り
の途中道に迷い, 泊めてもらった宿に次の皇帝が生まれたことを天の声で知
り, 何度も殺そうとしたが結局養子にせざるを得なかったという伝説がある
ことを記しながら, 実際はコンラートの実子だと記して一笑に付している｡
この皇帝養子伝説は, よく知られたイタリアの民話の一つであり, このよう
に馬鹿げていることを承知の上で, 巷間の説話の類いを紹介していることも,
ムラトーリの 『年代記』 の特色の一つである｡ こうした伝説が生まれた理由
の一つは, おそらくハインリッヒ三世が, 教会の腐敗に無関心だった父とは
違って, 教会改革のために尽力したという事実によるものと思われる｡ 実際
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1044年の項でローマ法王庁がベネディクトゥス九世の不正や略奪と殺人によ
って混乱の極に達し, 一時ローマから追放されたが, 一族の力で対立法王に
名乗り出たシルヴェステル三世を追放して復帰したものの, 地位を保持し難
いと見て, その地位をローマの司祭長ジョヴァンニに売り付けたことが記さ
れている｡ さらにその翌年にはシモニア (聖職売買) によって法王となった
このグレゴリウス六世が, 盗賊と殺人者とで包囲されたローマを武力で取り
締まり, 法王の領地やローマへの通路を取り戻した｡ しかしローマ市民は法
王のやり方を認めず, ミサも上げられなくなった｡ ムラトーリはマルメズブ
リエンセがこの法王について付け加えている様々なおとぎ話は信じ難いとし,
その長い叙述も ｢確実に架空のもの (Id., p. 122)｣ だと断定して, その中身
を記していない｡ その翌年の1046年にハインリッヒがイタリアに来る｡ 当時,
イタリアにはベネディクトゥス, シルヴェステル, そしてグレゴリウスの三
人の元および現法王が生きていた｡ 皇帝はスートリで司教の会議を開催させ
て三人の法王を審査し, ｢悪行とシモニアによって法王となったことが発見
されて, 全員が罷免され, より正確には彼らの法王位は無効であり不法なも
のと宣言された｡ (Id., p. 129)｣ ムラトーリはこれは確かに越権行為だった
と認めながらも, 三人ともシモニアの罪が認められ, オスティア司教レオー
ネら法王庁の高官らがそのことを認めていることを記した後に, ｢極めて顕
著な恩恵によって正しい権威であるこの王の記憶をどうして侮辱できようか
（Id., pp.130131)｣ とハインリッヒの行為を容認している｡ こうしてグレ
ゴリウスはドイツに連行されて客死することとなり, ローマで開かれた聖職
者と市民の会議で, ドイツのバンベルクの司教が満場一致で新しい法王に選
ばれて, クリスマスの日に登位してクレメンス二世と名乗り, 同じ日にハイ
ンリッヒと皇后アグネスの戴冠式も挙行された｡ この同じ年の末尾にトスカ
ーナ公ボニファツィオとその妻ベアトリーチェの間にマティルダが誕生した
ことが記されている｡ 法王クレメンスは教会改革を進めるが, 一度ドイツに
帰り再びイタリアに戻った直後に死去した｡ ムラトーリは死亡した場所や日
などを確定し, 元法王ベネディクトゥスによる毒殺説があることを, 彼が有
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力な一族の力で復位を企てローマに居座ったことと併せて紹介している｡ ム
ラトーリは ｢彼のよく知られた罪に, またこの新しい悪事を加えたとしても,
あり得ないことではない (Id., p. 145)｣ とコメントしている｡ 皇帝はブリク
セン司教を後継者に選びローマに送る｡ 一方伝統的に法王選出に関わって来
たローマ市民たちは, 彼らの意向を全く無視したこの人選に憤慨した｡ ベネ
ディクトゥスの退去と入れ違いにローマに入って即位したダマスス二世は,
在位わずか23日で死去し, 再びベネディクトゥスに疑いがかけられている｡
翌1049年ウォルムスの司教と領主らの会議で, 新しく皇帝の親戚にあたるト
ゥッロの司教ブルノーネが全会一致で選出され, やむなくローマに向かう｡
ローマでも歓迎を受け, レオ九世として登位した｡ ローマを皮ぎりに各地を
転々として会議を開く｡ レオの名声が高まった1050年にハインリッヒ四世が
この世に生を受けた｡
1052年には, 暴君でマティルダの父のトスカーナ公ボニファツィオが毒矢
で暗殺される｡ 同じ年, ノルマン人の乱暴に嫌気がさしてドイツに戻ってい
た法王はバンベルクの司教位等一部の叙任権を皇帝に委ねた｡ その翌年皇帝
から送られたドイツ人の軍隊が, チヴィテッラでノルマン人の軍と戦ってほ
とんど全滅した｡ ノルマン人はドイツ人を連れて来た法王の足に接吻して丁
重に扱うが, 法王の戦意は喪失し, 翌1054年にはノルマン人にシチリアを含
む南イタリアの権利を認め, 同じ年法王は死去｡ ムラトーリは, ｢神は奇跡
によってこの法王の聖性を証明した｡ 彼は少ししか生きず, しかもそれはと
ても腐敗した時代だったが, しかし大事業を行い, 行動や熱意において, 神
の教会の一流の法王たちに匹敵した (Id., pp.1845)｣ と, 法王レオを高く
評価している｡ さらにムラトーリは, 1055年イルデブランドが教会の総意を
代表して皇帝と交渉し, 皇帝の信頼厚いアルシュタット司教を法王に任命す
るよう請願してローマに連れ戻り, 法王ヴィクトル二世が誕生したと記すが,
実際には, 皇帝が自らの意思でヴィクトルを法王に選んだようである９)｡ こ
の法王はローマで奇跡によって毒殺をまぬがれている｡ 同じ年, ボニファツ
ィオの未亡人ベアトリーチェがロレーナ公ゴフレードと結婚したため, ある
国際文化論集 №29
― ―20
いは (別の説では) ロレーナ公の息子ゴフレードとベアトリーチェの幼い娘
マティルダを結婚させようと図ったために, 両者の広大な領土が合併して強
大すぎる権力が生まれることを恐れた皇帝は, ベアトリーチェを呼び出し,
彼女と共にボニファツィオの遺児フェデリーゴを人質として連行し, その間
にこの少年が死去したため, ボニファツィオの広大な遺産は, 母と兄の迫害
者としてザリエル朝の皇帝に敵意を抱く, おそらくこの時にはカノッサ城に
残されていたらしい幼いマティルダを直系の相続人とすることになる｡ 翌56
年ハインリッヒは, 39歳の若さで熱病にかかり, ｢死ぬ前に皆を許し, 不当
に奪ったものを返し, 全員に許しを求め (Id., p. 201)｣, 当時皇帝を訪問中
だった法王に, まだ６歳の息子ハインリッヒ四世の保護を求めて死去した,
とされている｡ ムラトーリは ｢ハインリッヒのあまりにも早すぎる死と, 彼
の息子の王が幼すぎたことがイタリアにおいても, ドイツにおいても大きな
不幸の始まりだった (Id., p. 201)｣ とし, 多くの内紛の発端となったことを
記すが, それ以外一切のコメントをこの皇帝に対して行っていない｡ 腐敗し
自浄能力を失っていた教会が, ハインリッヒ三世の協力で立ち直り始めたこ
とは明らかだが, ムラトーリはわざわざそうした功績を指摘する必要を感じ
なかったらしい｡ こうしてゴフレードは妻を取り戻しトスカーナに連れて帰
った｡ 幼いハインリッヒは母親アグネスの後見の下で成長するが, 皇帝と法
王にの権威は一挙に逆転した｡ ところがヴィクトル法王もその翌1057年に死
去し, ローマの聖職者と市民による旧来の法王選出方法で, 法王ステファヌ
ス九世 (実は十または十一世)10）が選ばれる｡ 彼はハインリッヒ三世に警戒
されたロレーナ公ゴフレードの弟で, かつては法王庁の要職にあって教会の
皇帝権力からの独立を推進しており, 皇帝の逮捕をのがれるためにモンテ・
カッシーノ修道院に逃れていた人物だった｡ なおムラトーリはこの改革派の
はずの法王がその地位につくと, 兄をイタリア王にするための資金としてモ
ンテ・カッシーノ修道院の宝をローマに運ばせたが, 良心がとがめたため送
り返させた, という説をも伝えている｡ イルデブランドがドイツから帰国し
た時には, 彼が推薦するために行ったステファヌス法王はすでに死去したと
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されているが, ムラトーリ自身もステファヌスが死の床で, 次期法王の選出
には, 使者イルデブランドのドイツからの帰国を待て, と遺言したことを記
し（Id., p. 211), またアグネスがドイツからイルデブランドをローマに帰国
させたことも記している (Id., p. 213)｡ ステファヌスが恐れたように, 彼の
死後元法王ベネディクトゥス九世の一派が, 文盲の法王ベネディクトゥス十
世を選ぼうと画策した｡ イルデブランドらはシエナで会議を開きニコラウス
二世を選出｡ ロレーヌ公の軍隊に守られてローマに近付き, スートリの会議
でベネディクトゥスの罷免を宣告して, 無事ローマ市民に歓迎された｡ ニコ
ラウスは就任後間もなく, 113人の司教たちによる会議をラテラーノで開催
し, 法王選出のためのシステムを論議した｡ それはまだ今日のコンクラーベ
というシステムではないが, その先駆的な模索ではあった｡ ムラトーリはこ
の1059年の項でコンスタンティヌス寄進状が八世紀の偽文書でありながら,
何世紀にもわたって法王庁に影響を与えたことを, このころニコラウスによ
って行われたノルマン人に対する叙封に関連して, かなりくわしく論じてい
る｡ これはコマッキオ論争の重要な前提の一つでもあった11)｡ またシモニア
とならぶ聖職者の異端, ニコライズモ (妻帯) がミラノの聖職者の間で大流
行していたことをも記す｡ ミラノの民衆はこれに憤慨して反乱を起こし, グ
イド大司教は民衆を扇動した指導者２人を破門したが, 混乱は収まらない｡
そこで法王はピエール・ダミアーノとミラノ人アンセルモを派遣して説得し,
その雄弁で一部聖職者の反抗をも排除して大司教に非を認めさせ, シモニア
とニコライズモを押え込む態勢を準備させた｡ このようにムラトーリが ｢そ
の聖なる地位に十分ふさわしく, より大いなる生に価する (Id., p. 232)｣ と
評価している法王は1061年に死去し, ベネディクトゥスをかついだトゥスコ
ロ伯派が使者をドイツの宮廷に派遣したが, 幼い王子との面会に失敗して帰
国した｡ その間にイルデブランドが枢機卿たちやローマ貴族らと話し合い,
ミラノ人でルッカ司教のアンセルモを法王に選び, アレクサンデル二世が誕
生した｡ ロンバルディーアでも, 妻帯や聖職売買に対してもっと寛大な法王
を求めてパルマ司教カダローを法王に選ぶ動きが起こっている｡ ホノリウス
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二世と名乗ったこの対立法王はとても富裕で, ローマにもそのお金に釣られ
て味方するものが少なくなかった｡ 結局トスカーナ公ゴフレードの軍隊の支
援を得て, アレクサンデルが地位を保った｡ このころドイツではハインリッ
ヒの摂政だったアグネスがアウグスタ司教との仲を中傷されたため, 幼い王
子の後見役はケルン大司教アンノーネの手に委ねられた｡ ムラトーリは1062
年の項で, ｢すでにハインリッヒ四世が,時とともに邪悪で移り気で乱暴な気
質の君主であることが明らかになっていたと信じても誤るはずはない (Id.,
p. 244)｣ と記していて, その幾分かは母親の責任によるものだとしながらも,
それ以上に (彼が邪悪な性格の持主になったのは) それ以後の聖職者たちの
教育によるところが大きいとした上で, とりわけドイツの宮廷に根付いてい
たシモニアの習慣のせいだと断定している｡ このあたりの叙述に緻密さを欠
くことは否定できないが, 早くも叙任権闘争に関するムラトーリの立場がか
なり明白に示されているようだ｡ ハインリッヒはこの年, ライン川を船でや
って来たケルン大司教の船を見に来るよう誘われ, 乗船したとたん船は出帆
し, 王子は水中に飛び込むが救い出されてそのままケルンに連れていかれた,
と記されている｡ さらにその翌年にはハインリッヒの後見役はケルン大司教
やマインツ大司教の手から, ブレーメン大司教アデルベルトに委ねられ, ま
たそれにバイエルン公やシュヴァーベン公も関与したらしく, ムラトーリは
「このように悪く育てられた王が, 善人たちにあんなに溜息をつかせる基と
なった悪徳へと成長して行ったとしても驚くべきではない (Id., p. 255)｣ と
記していて, 後の事件の多くがハインリッヒの個人的な悪徳によるところが
大きいと見ている｡ 対立法王カダローの抵抗はまだ続き, ローマでサンタン
ジェロ城に閉じ込められるが,やっとのことで逃亡してやせ馬に乗り,従者を
一人連れて, 遠路はるばる自分の拠点であるパルマ領内に逃げ込んだという｡
1064年に法王がルッカに閉じこもってしまったので, ムラトーリは翌65年の
項で ｢当時法王庁の主要な動因はイルデブランド枢機卿だった｡ 何事も彼抜
きではなされなかった｡ むしろすべてが彼によってなされたように見えた｡
彼はとても背が低く, 肉体の見かけは精神の偉大さには対応していなかった
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けれども, 彼の知恵と活動と熱意はそれほど大きかったのだ (Id., p. 264)｣
と, 後のグレゴリウス七世に対してあくまで好意的な書き方をしている｡ こ
れと同じ年ハインリッヒは十五歳で騎士の位を得, まさに闘争の主役が揃い
つつあった｡ このころミラノでは大司教グイドの堕落に対して暴動が起こり,
ドイツでも高位聖職者同士の争いが起こり, ハインリッヒがケルン大司教の
保護下に戻っている｡ イタリアでは教会改革の熱が高じて, 67年にはフィレ
ンツェで修道士ジョヴァンニによる火の試練の挑戦が行われている｡ まだ対
立法王のカダローは抵抗し続けていたが, 同じ年ドイツからケルン大司教が
ローマに来て, ルッカからローマに戻っていた法王アレクサンデルと会い,
王の同意なしに法王に就任した理由を詰問した｡ それに対してイルデブラン
ドが, 教会法の規定や前法王ニコラウス二世の勅書に基づいて王には法王選
出に干渉する権利がないことを論証した｡ さらにマントヴァで会議を開くこ
とを決定｡ その席でアレキサンデルが教会の権利を主張して, カダローを完
全に退けて自らの地位を確立した｡
1068年の項には, ハインリッヒ四世が結婚して新妻ベルタを虐待したが,
ベルタが賢明に対処したエピソードと, 公然と聖職を売りに出して法王庁を
怒らせたことが記され, その翌年にはハインリッヒが妻と離婚を試みて法王
使節の訪問を受けた後に和解して, その後何人もの子供が生まれたことが記
されている｡ また70年からこのハインリッヒに対してバイエルン公オットー
が反抗し始めていて, その翌年には戦闘さえ生じている｡ かつてエステ家か
ら, 後に英国のハノーヴァー王朝につながるヴェルフェン家の養子となった
ヴェルフ四世12）も, 一時オットーに同調しようとしたがあやうく思い止まっ
ている｡ この時期にはミラノでも長年の紛争が新しい大司教をめぐって激化
している｡ 72年にはドイツの宰相が交代してやや状況がましになったが,
「この晴間はほとんど続かなかった｡ ハインリッヒ王はあまりにも乱暴で,
あまりにも悪事に慣れすぎていたのだ (Id., p. 312)｣ と, ムラトーリはハイ
ンリッヒの人格に対してあくまで否定的で, さらにその翌1073年には, 宰相
役を引き受けたケルン大司教が引退したため, 彼はますます羽目を外して悪
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徳に溺れドイツでは混乱が広がったと記している｡ まさにその年に, ｢その
敬虔さ, 謙虚さ, 雄弁, 熱意の点で, 最高の法王たちにも劣らぬ (Id., p. 314)｣
と高く評価されているアレクサンデル二世が死去, これまでキング・メーカ
ーに徹していた法王庁の最高の実力者イルデブランドが, 聖職者と市民の集
まりで満場一致で法王に選出されてグレゴリウス七世と名乗り, 名実共にカ
トリック教会を指導することとなった｡ こうしてまさしく叙任権闘争の二人
の主役が舞台の真ん中に躍り出たのである｡ もっともグレゴリウスは当初法
王就任を避けようとして, ドイツの宮廷に送った使者には, 皇帝が自分の法
王就任を認めないようにうまく伝えてほしいと, 依頼したらしい｡ 一方皇帝
の宮廷では新法王の改革への熱意とその優れた才能がドイツの司教たちに脅
威を与え, ハインリッヒは最初拒否しようとしたが, 顧問たちの勧めでロー
マへ使者を送って事情を調査した結果, イルデブランドが自らの意に反して
選ばれたらしい, という報告を得たので承認することにした｡ その間もドイ
ツでは紛争が拡大し, サクソン人らの反乱が勃発している｡ 翌74年法王は皇
帝の母アグネスに使節団を送り, ドイツの宮廷から五人の廷臣を追放するよ
う助言した｡ またローマで公会議を開催｡ マティルダ女伯らも参加したその
会議で, 妻帯している聖職者の罷免と聖職売買の禁止が宣告された｡ 法王は
前法王の甥のアンセルモをルッカ司教に任命し, マティルダへの助言役を任
せた｡ こうしていよいよ叙任権闘争の主役達が舞台に揃った｡ 一時期は混乱
の極致にあり, 隙だらけだった法王庁は, 教会改革によって内部から引き締
められ, 最も実力あるリーダーの下で, これまで皇帝権力によって奪われた
と信じている自らの権利の回復に乗り出したのである｡
第三章 ムラトーリは叙任権闘争をどのように描いたか
『年代記』 の1075年に関する記述は, ｢この年の二月末にもう一度著名な
公会議がローマでグレゴリウス七世によって開催され, その席で熱意溢れる
法王が, 国王が杖や指輪を聖職者に与えることによって行う司教や修道院長
の叙任を初めて公式に禁止し, 違反すると破門することを宣言した (Id., pp.
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3278)｣ という文章で始まる｡ さらに同じ会議で妻帯した聖職者への非難
決議も行われて, まさに本格的な叙任権闘争に突入したのだった｡ ただしム
ラトーリはローマで戴冠式を挙行していないハインリッヒを皇帝とは記さな
い｡ したがって1084年までは法王と皇帝ではなく, 法王とドイツ王との闘争
として記される｡ 当時たまたまサクソン人らとの戦いの見通しの立たないハ
インリッヒは, 事態を静観して法王に恭順な手紙を送ったとされている｡ と
ころがサクソン人相手の戦争で勝利を得て, ハインリッヒは俄然高姿勢に転
じた｡ ミラノでは, まだ紛争が続いており, 一方のリーダー, エルレンバル
ドが戦死しても, なお三人の自称大司教が争っていて, その一人はドイツの
宮廷からの使節を歓迎していた｡ 法王自身もローマの有力者の一人チェンチ
ョを破門したため, その一味に襲撃されて負傷している｡ 市民が憤慨して蜂
起したためチェンチョが法王の足元に身を投げ出し, 寛大な法王の執り成し
で辛うじて逃れることができた｡ 続く76年は ｢とりわけ忌まわしい年 (Id.,
p. 335)｣ とされているが, 言うまでもなく闘争が激化したためである｡ ハイ
ンリッヒはサクソニアでの戦争が好首尾に進んだために思い上がり, ますま
すシモニアを行い, 法王によって破門された人々 (たとえばミラノの反グレ
ゴリウス派のテダルド) と交流し聖職への叙任をおこなった｡ 大胆なグレゴ
リウスは力強い書簡をハインリッヒに送り, 方針を変えなければ破門に訴え
ざるを得なくなると通告した｡ これに対抗してハインリッヒは, ウォルムス
で議会を開催し, 脛に傷持つ司教たちがそれに参加｡ さらに ｢白い枢機卿｣
ウゴーネがローマ元老院, 枢機卿たち, 司教たちの法王の罷免と新法王の選
出を求める偽手紙を持って登場した｡ こうしてグレゴリウスの罷免と破門の
決議はこの議会であっけなく成立した｡ さらにパルマのロランドという修道
士をローマに派遣し, 彼はラテラーノ教会で開催中の会議の席に現れて, グ
レゴリウスを罷免して新しい法王を選出せよという皇帝の命令を伝えた｡ グ
レゴリウスはこの軽率な使者を殺そうとするローマの知事らをおし止めた｡
当時イタリアに広大な領地を持ち, ドイツ諸侯たちにも大きな影響力を有し
ていたベアトリーチェ－マティルダ母子の協力を得て, 逆にハインリッヒの
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破門とドイツの国王位の剥奪とを宣言し, その臣下を忠誠の義務から解放し
た｡ この同じ年の二月かつてマティルダの夫だったが, 今は敵方に回りハイ
ンリッヒに味方していたゴフレードが暗殺された｡ ムラトーリは, 彼が勇敢
さと知恵とで賞賛されていたことを公平に記している｡ 四月にマティルダは
母のベアトリーチェを失う｡ ムラトーリは大変敬虔で, 同様に賢明で, 男性
的な精神だと彼女を高く評価して, グレゴリウスの味方ではあったが, ハイ
ンリッヒにも敬意を失わず, 両派の和解を求めて調停を試みていたと記す13)｡
グレゴリウスが下した破門は, ドイツの主要な君主たちをハインリッヒか
ら遠ざけて孤立させた｡ 同76年10月トリブールで議会が開かれ, 法王使節が
出席し新王の選出が提案された｡ 意外な状況に驚いたハインリッヒは議会に
使節を送り, 生活の改善を約束した｡ 一方グレゴリウスから破門された司教
らがパヴィーアに集まり, 南下してきたハインリッヒはまず彼らに会った｡
一方ドイツのアウグスタの会議に出席するため北上中の法王は, 皇帝がイタ
リアに来て反対派の司教たちと会ったことを知って, その意図を読み切れず
レッジョのカノッサにあるマティルダの難攻不落の砦に避難した｡ 破門され
た司教や領主らがドイツから訪れて, 破門の許しを乞い, 贖罪の日々ののち
に許しを得ていた｡ ハインリッヒもその砦に現れ, マティルダたちの口添え
を求めて謝罪を申し入れた｡ 結局法王は若いドイツ王を ｢王の旗を降ろし,
悔悟の真の印を示すならば (Id., p. 347)｣ という条件で許す｡ ｢そこで当時
大評判になり, 続く何世紀もそうなるあの場面が続く｡ ハインリッヒは当時
三重の城壁を有していたあの砦の第二の城壁の中に入ることを許された｡ そ
こで皆と別れ, 王である印を何もつけず, 羊の毛の衣を着て, はだしのまま,
度外れた寒さが地上をおおっていた時, 一日, そしてもう一日, さらに三日
目もとどまり, その晩まで断食することとなった (Id., p. 3478)｣ と, 紋切
り型であることを十分意識しつつ記し, さらにドニゾーネのラテン語の詩ま
でを引用している｡ 三日後ハインリッヒは謁見を許された法王の足元にひれ
伏して許しを乞う｡ 彼を許した上に, 法王はドイツ議会への出席を取りやめ
た｡
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こうして一度は法王の圧勝に終わったかに見えた闘争が, 両派の宣伝合戦
とともに新しい段階に入る｡ 同年のフォルシャイムの議会でシュヴァーベン
公ルドルフが新しく王に選出される｡ しかしグレゴリウス自身は新王の選出
を認めず, 選出の直後に反ルドルフ暴動がマインツで勃発するなど, ルドル
フの前途は明るくなかった｡ 当時南イタリアではロベルト・グィスカルドに
代表されるノルマン人の権力が拡大を続けていて, ムラトーリはむしろそち
らにより多くのページを割いている｡ 法王も当然彼らに注意を払わねばなら
なかった｡ 翌78年ローマで開かれた公会議では, ミラノ大司教テバルドたち
反対派の高位聖職者が改めて破門される｡ すでに破門されていたロベルトら
ノルマン人は法王領の侵略を止めようとしなかったが, グレゴリウスはハイ
ンリッヒへの対抗馬として, このころからロベルトとの妥協を考慮していた｡
ドイツの二人の王の間では, ルドルフの選出以後戦いが始まり, 特に1078年
には死闘が繰り返された｡ ついに1079年のローマ公会議はハインリッヒの解
任を決議し, 1080年法王はルドルフを正式にドイツ王と認めて黄金の冠を送
り, 同時にハインリッヒを破門した｡ こうしてようやくグレゴリウスが本格
的にルドルフに肩入れする態勢が整った年の10月15日, ついに４回目で最後
の決戦が戦われた｡ ｢確かなことは, ルドルフ王がこの戦いで致命的な傷を
受け, その後間もなく死んだことだ｡ (Id., p. 380)｣ ここでムラトーリは,
法王が今年中に偽の王が死ぬと予言していたという説を記し, 一応作り話だ
ろうとコメントしながらも, 信者たちに神意によって悪人たちによる災難は
間もなく片付くはずだという趣旨の手紙を送っていたことを原文を引用して
示している｡ こうして強力なライバルから解放されたハインリッヒは, 翌81
年新王としてロレーヌのヘルマンが法王によって選ばれていたけれども, グ
レゴリウスを討つために南下, ローマを包囲したが, 疫病の気配を恐れて引
き上げた｡ しかしその翌年再び南下してローマを包囲した｡ この時はヴァチ
カンの聖堂に火をつけるところまで行ったが, ローマ市民がよく城壁の持場
を守り, また法王が ｢神の助けと聖ピエトロの加護を信じて, 炎の上に十字
を切ると, 炎は消えた (Id., p. 394)｣ などという出来事が起こり, 結局この
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時もハインリッヒの軍隊はローマに侵入できないまま, 疫病を恐れて北上し
た｡ 帰国の途中, 宿敵のマティルダを攻めたが, マティルダは山間の多くの
場所に堅固な砦を持っていて抵抗し, それらの一つも失わなかった上に, 法
王に資金を援助した｡ 1083年, ハインリッヒは三度目のローマ包囲を行い,
ローマ市民を圧迫し, その結果11月の会議で多くの市民や枢機卿らがグレゴ
リウスにハインリッヒとの妥協を求めたが, 法王は頑として破門を解かなか
った｡ 翌84年南イタリア各地を征服していたハインリッヒは, 対ノルマン戦
用にと東ローマ皇帝アレクシスより送られた莫大な軍資金をローマ市民の篭
絡に利用して, ３月21日ローマ市内に平和理に入城し, ラテラーノ宮殿を占
領したが, 法王は寸前にサンタンジェロ城に逃れて篭城し, 抵抗を続けた｡
その翌日ハインリッヒはラヴェンナ大司教グイベルトを, 慣例に反してモデ
ナやアレッツォ, またはボローニャ, チェルヴィア, もしくはクレモーナな
どの司教の手で対立法王として叙任させ, クレメンス三世と名乗らせた｡ そ
してこの年は３月31日だった復活祭の日, この対立法王の手で, ハインリッ
ヒ四世は戴冠式を挙行した｡ ムラトーリはこの年以後, ハインリッヒに皇帝
の称号を与えている｡ グレゴリウスはこうした状況をものともせず篭城を続
け, ノルマン騎士のリーダーで領主の代表でもあるロベルト・グィスカルド
の救援を求めた｡ ロベルトが6000の騎士と３万の歩兵を引き連れて近付くと,
その到着３日前に皇帝はロンバルディーアに用事ができた, という口実でロ
ーマを去った｡ その後一説ではグレゴリウス派の貴族が放火したため市民が
鎮火に忙殺されていたため, 他の説ではローマ市民がロベルトに対して武器
を取ったために, ノルマンの軍勢が市内に乱入し, 全市で略奪をおこない,
市の大半を瓦礫の山と化し, 修道女を含めた女性たちを凌辱した｡ ロベルト
が多数の回教徒を伴ってきたために事態が悪化した｡ ロベルトは法王を救出
した上, 何日間もローマに居座り, 法王を裏切ったローマ市民を奴隷として
捕えて罰した｡ ロベルトがローマを去ると, グレゴリウスはローマ市民が信
用できないので, 彼とともにローマを出て, モンテ・カッシーノを経てサレ
ルノに向かった｡ ここでムラトーリは ｢かくも顕著な徳の法王に対してかく
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も忘恩な (Id., p. 410)｣ ローマ市民の不実を非難したマラテッラの詩を長々
と引用している｡ 他方念願の戴冠式を終えたハインリッヒは, ドイツへの帰
路, 味方の軍勢を集めてモデナ領内に送り込み, マティルダへの報復を企て
た｡ マティルダは, 大軍とは戦えないと, 砦にこもっていたが, スパイを使
って相手が油断しているのを知り, 不意をつかせて目覚ましい勝利を収めた｡
マティルダというと, グレゴリウスを一途に支持した純情な女性というイメ
ージが強いが, 楠木正成のような一面もあったのだ｡ 翌85年グレゴリウスが
ハインリッヒと対立法王を除く全員の破門を解除した後, サレルノで死去し
た｡ ムラトーリは, ｢生前彼には無数の反対者がいた｡ 今日にも少なからぬ
反対者がいる｡ 確かなことは, 彼に向けられた誹謗は, 彼が常におくった非
の打ち所のない生活と教会の規律の清潔さを求める熱意によって明白に否定
されている｣ と絶賛しているが, さらにそれに続けて ｢この賞賛すべき目的
のために彼によって用いられた手段が, すべて賞賛に価するものかどうかは,
私が教会の首長たちに寄せている敬意と, 決定を下したいという私の決意が
乏しいために, 検討しない方がよさそうである (Id., p. 416)｣ という, 思わ
せ振りな判断停止を行っている｡ 要するに, 目的は非の打ち所がないが, 手
段には問題がある, ということであろう｡
グレゴリウスの死の翌年, ローマに集まった改革派の枢機卿や司教は, モ
ンテ・カッシーノ修道院長デシデリオを無理矢理次の法王に選出したが, 新
法王はあくまで辞退し続けた｡ 一方ドイツの皇帝も反対派の反乱に敗れて逃
走するなど, 期待していたような安定は生じなかった｡ 結局その翌87年にデ
シデリオは, 人々の懇請に負けて法王に就任してヴィクトル三世を名乗り,
対立法王が占拠するローマを一時奪回するが, すぐにモンテ・カッシーノに
引き揚げた｡ だが軍隊を率いて来たマティルダの援助でローマ全体を奪回し
た｡ しかしハインリッヒに派遣されたと称する使者が有力市民を説得したた
め騒ぎが生じ, 法王はサンタンジェロ城に避難し, さらにモンテ・カッシー
ノに引き揚げる｡ その後ベネヴェントに移り, 会議を開いて再度対立法王を
破門した｡ ムラトーリはこの時同時に破門された野心家のリヨン大司教ウー
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ゴが, 嫉妬に駆られて法王を中傷していたことなどを記して, ヴィクトルは
敬虔と熱意の人で事実無根だったと弁護しているが, その会議中に病に倒れ,
モンテ・カッシーニに戻り, オスティア司教オットーを自分の後任に指名し
て死去した｡ 翌88年の三月マティルダの要望などを受けてテッラチーナで公
会議が開かれ, フランス人のオットーが法王に選ばれてウルバヌス二世と名
乗った｡ ムラトーリは十字軍の唱導者となったこの人物を, ｢その学識にお
いて大いに優れ, 活動はすばらしく, 信仰と教会の指導のための揺るぎなき
熱意の人 (Id., p. 4301)｣ と絶賛している｡ この年から教会をめぐる主題は,
叙任権闘争から, すでにヴィクトルがそうした意図を有していたとされる十
字軍へと転換し始める｡ とはいえ叙任権闘争はもちろん継続中で, 89年には
マティルダとドイツのヴェルフ五世の結婚話が起こり, ハインリッヒは腹を
立てて翌90年にイタリアに来て, 激しく敵派のかなめのマティルダたちを攻
めたてたためにヴェルフとマティルダはマントヴァから逃れて山中の砦に逃
れた, と記されている｡ (ただしこの結婚には肉体関係が伴わず, 1095年に
状況の変化のために離婚に至った (Tomo XV, p.25)｡) また翌91年には皇帝
勢力の強大さに乗じて対立法王クレメンス三世もローマを奪回している｡ 翌
92年はマティルダにとって最も厳しい試練の年で, ハインリッヒはマティル
ダのモンテ・ベッロ砦の塔を焼くところまで迫り, 彼女は妥協寸前まで追い
詰められたが, 結局皇帝は砦を奪取できず, また一転して狙った屈辱の地カ
ノッサ城の占領にも失敗｡ 何の成果も上げずに北上することとなり, その年
末にはマティルダが失地の一部を回復した｡ さらにその翌93年にはハインリ
ッヒの長子コンラートが父に背く｡ ムラトーリはマティルダの工作があった
のでは, と疑っているが, 主要な原因はハインリッヒが彼の母親アデライデ
を虐待し, コンラートを自分の子供ではないと罵ったためだとされる｡ コン
ラートはイタリアに来て, ロンバルディーアの領主らの支持を得て自立を図
り, ミラノで戴冠してイタリア王と名乗った｡ ハインリッヒは一時脅威を感
じて砦にこもり, ドイツに引き揚げたために, 彼のイタリア政策はここで頓
挫した｡ しかし対立法王はまだローマを実質支配し続けた｡ ウルバヌスとそ
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の仲間は貧窮に苦しみ, 翌94年のクリスマスはマティルダに招かれてトスカ
ーナで迎えている｡ だがその翌95年にはピアチェンツァで盛大な公会議を開
いて, その場にトルコ人の脅威を訴える東ローマ皇帝アレクシオス・コムネ
ノスの使者が現れ, それに応えて十字軍の構想を明らかにし, その後クレモ
ーナでコンラートと会見, さらにフランスのクレルモンで公会議を開いて十
字軍を呼びかけて大きな賛同を得て法王の権威は大いに高まった｡ さらに翌
96年には重婚の罪を犯したフィリップ一世が悔悟したので (実際の悔悟はず
っと後年のはずだがムラトーリはこの年のことだとする)14）破門を解除する
ことでその協力を得て, フランスで何度も宗教会議を開き, 十字軍の具体化
を進め, イタリアに帰国してローマで盛大な歓迎を受けて入城しクリスマス
を迎えた｡ この後記述の中心は十字軍に移り, 残念ながら紙数の都合でそう
した記述をトレースすることはできないが, ｢この年初めて, 十字の印をつ
けた無数のキリスト教徒が東方に向かった｡ かれらはフランス, ドイツ, イ
ギリスのありとあらゆるならず者や悪漢から成り立っていて, さらに無数の
売春婦が彼らに同行した｡ (中略) 彼らがドイツで発揚した最初の武勲とは,
見付け出したユダヤ人に手当り次第襲いかかり, 強奪し, 殺害し, あるいは
キリスト教を信じるように強制することだった｡ 彼らはハンガリーやブルガ
リアに到着して, こうした悪事や強盗の限りを尽くしたために, その住民た
ちは武器を取ってそれらの軍隊を潰滅させたために, わずか数千がコンスタ
ンティノープルにたどりついて, 一切れのパンを物乞いする有り様だった
（Tomo XV, p.30)｣ という記述を見ただけで, ムラトーリがこの運動をい
かに冷静な筆致で扱っているかが分かるだろう｡ 翌97年ウルバヌスに圧倒さ
れて滞在地のアルバから山の砦に逃れた対立法王が急死, その後次々と現れ
た後継者候補は, 結局ローマ市民の支持を得ることができず, 全員潰れてし
まう｡ だが1099年には, ローマを取り戻し教会の権威を回復したウルバヌス
二世が, ｢11年の卓越し栄光に満ちた法王統治の後に, その美徳の成果を味
わうためにより良き国 (彼岸) へと移り (Id., p. 50)｣, 後任にパスクァーリ
ス二世が選出された｡ 同年７月15日の十字軍による聖地奪回のニュースは,
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７月29日に死去した生きたウルバヌスの耳には入らなかった｡ そして1101年
にはドイツで父に背き, その優れた美徳のためムラトーリによって ｢肉体を
まとった天使 (Id., p. 60)｣ とまで賞賛されているコンラートが, なぜか実
力者だったマティルダには気に入られず, 結局力を発揮することなくフィレ
ンツェで死去｡ ハインリッヒ四世がイタリア遠征を中止していたこのころ,
マティルダの勢力は史上最大となり, 実質イタリア女王のような存在だった
とされている｡ しかも彼女は1102年, その莫大な遺産を教会に寄進すること
を, 法王使節ベルナルド枢機卿に約束したと記される｡ 03年にはドイツでハ
インリッヒ四世が息子のハインリッヒ五世に譲位し自分は聖地に赴くと予告
して聖俗いずれからも歓迎されたが, それは口先だけのものに過ぎなかった｡
そして04年には, ハインリッヒ五世が父の許を離れて反抗し始め, 法王に使
者を送ってその祝福と赦免を得た｡ さらに05年にはいよいよハインリッヒ父
子の争いが本格化し, 息子はバイエルン公ヴェルフ五世やサクソニア公ハイ
ンリッヒなど敵派の有力者をも味方につけて, 父を攻撃し決戦を迫る｡ ムラ
トーリは, オットー・ディ・フリジンガなどが, その行為は自然とキリスト
教の教えに反していると激しく批判した15), と記している｡ 当然のことなが
ら, 儒教の伝統はなくとも, 親不孝は激しい非難の的となる行為なのだ｡ し
かし父はひそかに逃亡せざるを得なかったらしい｡ その翌06年, 両派の約束
で開かれたマインツ議会で, 父は息子らに拘束されて, 王位を譲ることを強
いられ, また法王使節の前で教会分裂を引き起こした罪を認めた｡ この後父
はケルンからリエージュに引きこもり再起不能であることを悟って, ｢神の
法廷に出頭して, 彼の多くの悪徳と, 教会に与えた長期の苦しみと, 彼の気
まぐれと教会分裂への頑固な意志のために流されたキリスト教徒の大量の血
の清算を行うために (Id., pp.84)｣ ８月７日に寿命を終えた｡
こうしてカノッサのドラマの主役は消え, 一応両派の和解が成るかに見え
たが, イタリア北部を旅したパスクァーリス二世は新しい王の意図が信用で
きず, フランスに入りクリューニを目指す｡ しかし翌07年にはフランスに来
たハインリッヒ五世の使者に促されて, 法王はイタリアに戻り, マティルダ
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に会った後に, 混乱して殺人や盗みなどが絶えないローマに帰った｡ 1110年
の３月, ラテラーノ教会で盛大な公会議が開催され, 王による叙任の禁止が
改めて宣言された｡ おそらくその席にはハインリッヒ五世が派遣したケルン
大司教らの使節らもいたはずだ｡ この年の８月ハインリッヒ五世は軍隊を率
いてイタリアに向かう｡ ロンカーリアで前例にならって王国会議が開かれた｡
ムラトーリは彼がイタリアのあらゆる都市 (や貴族) を軽蔑していたが, た
だマティルダだけは評価していたと記している｡ しかし当初マティルダは警
戒して近付かなかった｡ 両者の間には使節が往復し, マティルダが恭順の意
を表し, 王もマティルダの権利を認めたので, さらにマティルダはビアネッ
ロという場所に赴き, 王に対して法王を除くすべての人に優先する忠誠を誓
った, とされている｡ 皇帝は翌1111年の始めにローマに近付き, スートリに
到着した時情勢が一挙に悪化した｡ 皇帝, 法王のいずれも歩み寄りの気配を
全く見せなかったからである｡ とはいっても事前に両者は互いに, 相手の権
利に属するものをすべて進んで放棄することを約束していたはずであった｡
ただしムラトーリ自身はその内容が信じ難いと認める｡ 王はローマに向かい,
法王に戴冠式に協力する意志が無いのを見て, 悪い顧問たちの助言に従い,
パスクァーリス二世を逮捕させた｡ するとローマ市民が大いに憤慨して早朝
に暴動を起こし, ベッドから飛び起きて馬上で指揮を取る王の馬を殺し, 顔
を傷付けるに及んだ｡ 忠実なミラノ子爵に馬を譲られて辛うじて逃れたが,
子爵は捕えられ下層民の手でばらばらにされた｡ ドイツ軍は辛うじて暴動を
鎮圧して, 法王を連れて北上｡ 一説ではマティルダの仲介で法王が釈放され
たとあるが, 別の説では法王は61日もの間抑留され, 王が脅迫したという説
もあれば, 法王の足元に身を投げ出して許しを乞うたとする説もある｡ しか
し王は結局法王に自分の望む変更を認めさせた後に解放した｡ こうして司教
や大修道院長は皇帝の同意を得て選ばれ, 皇帝の手から司牧杖と指輪が授け
られることになった｡ また法王が王に復讐を企てないという条件で, 王が捕
虜全員を釈放する｡ こうした条件で釈放された法王は, ローマ市民に邪魔さ
れないためヴァチカンの扉を閉じたまま王の戴冠式を行い, ハインリッヒ五
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世は正式の皇帝となった｡ さらに破門されたまま死んだハインリッヒ四世に
は, 教会に埋葬されることが許された｡ こうしてハインリッヒは要求を通し
た後に北に向かったが, 勿論こうした無法が許されるはずはなく, 枢機卿た
ちは法王の妥協を非難し, 法王自身も辞任を望んだという｡ 奇妙なことに帰
路の途中ハインリッヒは, (すでに一度会っているはずだのに) ｢自分の親戚
でもある有名なマティルダ女伯と直接会って知り合いたいという強い欲求に
駆られて (Id., p. 127)｣, わざわざモデナ領内の砦を訪問し, 歓迎されて三
日間も滞在し, 二人は通訳抜きでドイツ語で話し, ハインリッヒはマティル
ダをロンバルディーアの副女王 (女総督) に任命した, と記されている｡ ハ
インリッヒはドイツに戻り, 父の骨を埋葬した｡ その翌11年各地の司教会議
が皇帝に抗議し, ウィーンでは皇帝の破門を宣告｡ ミラノでは皇帝派の大司
教の罷免が決議されるなど, 法王派の巻き返しが盛んになった｡ 14年にはマ
ティルダが重病にかかり, 死んだという噂にマントヴァが反逆したが, 生き
ていて懲罰の軍隊を送るという噂に, あわてて降伏を申し入れている｡ しか
しついに1115年に, 全遺産を教会に寄進すると約束して死去した｡ ｢敬虔と
勇気と英知の多くの行動に輝いたこの女君主は, ７月24日 (中略) ついによ
り良き生へと移った (Id., p. 146)｣ と, これまでそのあらゆる行動を賛美し
て来たムラトーリは, 簡潔にその死を記している｡ 法王はこの年プーリアで,
翌16年にはラテラーノで会議を開く｡ 法王自身, あるいは皇帝を異端者とす
る説が出, またミラノ大司教をめぐっても紛糾が続いた｡ マティルダの遺産
確保のため皇帝が南下した｡ 翌17年初頭北部に大地震が発生し, 人心が動揺
し皇帝と法王の和解を求める声が強まる｡ 皇帝がローマに到着した時, 法王
は各地を遍歴して迎えず, 皇帝は北へと引き上げた｡ 法王は旅先のアナーニ
で倒れ, 一度は回復したが翌18年１月21日, ローマ入城を準備中に死去した｡
ムラトーリは一応この法王をも, ｢とても敬虔で, 賢明で, 最高に混乱した
時代に, 慎重さと慈愛と優しさとで統制することができた最高の法王で, 囚
われの身にあった時あれ以上に対処できなかったとしても, 弁護に価する
（Id., p. 164)｣ と極めて好意的に評価している｡ しかし歴史家バローニオ枢
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機卿が, ハインリッヒ五世を破門しなかったことで, この法王を許していな
いことをも, その後に付け加えている｡ 続いて司教や枢機卿にローマ市民の
一部が加わって法王庁の尚書院長ジョヴアンニを選出し, ゲラシウス二世が
誕生する｡ 皇帝派の一味が彼に暴行を加えて逮捕したが, ローマ市民らが決
起して釈放させた｡ しかしハインリッヒ五世がひそかに接近したので, 間一
髪の差でテーヴェレ川を船で下って逃れる｡ 途中嵐に遭うなどの苦難ののち
に, 法王の故郷ガエータに着くと, 枢機卿ら宮廷人や, 南イタリア各地の君
主たちの使者も集まる｡ ハインリッヒはパスクァーリス二世に破門されたブ
ラハ司教を対立法王に選ぶ｡ 皮肉にも対立法王はグレゴリウス八世と名乗る｡
法王はカプアに移り, 対立法王と皇帝とその一味を破門し, 再び激突状態に
入る｡ 皇帝が対立法王を残して北上したので, 法王はローマに戻るが, 皇帝
派との戦いに敗れて船でピサに逃れ, イタリアとフランスを転々とする｡ 皇
帝はロレーヌに入る｡ 当時英国とドイツには対立法王派がいたが, フランス
とほとんどイタリア全体は, ゲラシウスを信奉していた｡ こうした苦難の連
続の後に, 1119年１月29日, 通風と肋膜炎を患っていたゲラシウスは念願の
聖地クリューニ修道院にたどり着いた直後死去した｡ ムラトーリはこの法王
について ｢これほど早く神に呼ばれなければ, カトリック教会に大いなる幸
いを寄与できた人物だったので, 皆に惜しまれた (Id., p. 179)｣ というコメ
ントを残している｡ 臨終のゲラシウスに指名されたパレストリーナ司教は自
分の弱さを理由に辞退し, 法王に同行していた名門ブルゴーニュ伯の息子で
ウィーンの大司教グイードを推薦したため, 彼自身は強く辞退したにもかか
わらず, 皇帝とフランス王らの親戚である高貴の人が, リヨンで正式に法王
に選出され, カリストゥス二世と名乗った｡ ローマに残っていた人々もこの
選出に同意し, 法王はフランスに止まり, ランスで公会議を開いた｡ この年
皇帝はイタリアに来て各地で略奪と放火を繰り返した｡ その時皇帝はランス
の会議に参加して法王との間で協定を結ぶよう勧められたが, 最後にそのこ
とを避けた｡ 翌20年に法王は帰国して各地を訪問しつつローマに向かうと,
対立法王がスートリへ退去したため, 市民から歓迎されてローマに入り, さ
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らに各地を訪問した｡ ムラトーリは翌21年の項を, ｢我々はこの年が, 驚く
べき活動力と英知の法王カリストゥス二世にとって勝利の年であることを見
いだす｡ また彼は非の打ち所がなかった｡ というのは, 法王位を (中略) あ
らゆる不都合から解放するために, 他のあらゆる美点とともに, 生まれの高
貴さによる大きな信用を併せ持っていたからである (Id., p. 193)｣ という文
章で始めている｡ すなわち法王の権威に服したスートリ市民が, 対立法王に
対して蜂起し, 彼を捕えラクダの背中に後ろ向きに乗せてローマへ連行した｡
彼の末路についていろいろな説があることが, 一々紹介されている｡ ドイツ
でも反ハインリッヒ暴動が勃発している｡ しかし法王にとってさらに重要な
のは翌1122年で, 勿論ウォルムス条約によって, ｢このとても幸せな年に,
叙任を原因とする法王権と皇帝権とのあまりにもいたましい不和についに終
止符が打たれたのだった (Id, p.198)｣｡ それは前年ドイツの議会から送られ
た使者の誘いにカリストゥスが応じて, 高官たちをウォルムスに派遣したこ
とで実現した｡ ハインリッヒは指輪と杖によって司教と修道院長を叙任する
権利を放棄することや, 各々の都市の聖職者や人民に司教を選ぶ権利を与え
ることをついに認めた｡ 修道士にも修道院長を選ぶ権利が認められた｡ また
教会から奪ったものの返還をも約束した｡ 法王側はドイツ領内では, 皇帝ま
たはその使節のいる前で司教が選出され, 司教は選ばれてから６か月以内に,
国家に属する領土等に関連して, 皇帝から笏による叙任を受けることが義務
付けられることを認めた｡ ウォルムス議会は９月８日に開かれ, 同月23日に
法王は是認の返事を送った｡ まもなく皇帝の使者が贈り物を持って法王を訪
れ, 改悛と和解を裏付けした｡ こうして司教の選出は教会参事会総会に委ね
られた｡ 勿論この問題が完全に片付いたわけではないが, 双方疲労困憊とな
って一応の決着を見た, といえるだろう｡
結び ムラトーリのこの部分の記述のいくつかの特徴
以上長々とトレースして来たドイツ皇帝権の成立直後の状態と叙任権闘争
に関するムラトーリの記述について, 以下で簡単にその特徴をまとめておく
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ことにしよう｡
１. すでに見て来た通り, ムラトーリの記述には, 大半の場合何らかの, 今
日第一次資料と呼ばれている文献的資料の裏付けがあり, そうした資料をつ
なぎ合わせることによって記述を進めている｡ それらの資料の主要なものは
当時の文書や書簡だが, ほぼ同時代人の手になる記録や伝記の場合もある｡
しかし時代が時代だけに, そうした資料だけでは間に合わず, バローニオに
代表される後代の学者の研究など第二次資料に頼っている場合もある｡ ムラ
トーリは説の真偽の吟味にあまり時間をかけず, 矛盾した二つ以上の説を併
記していることも稀ではなく, 前後の記述が矛盾している場合も少なくない｡
だが少なくとも事件の大筋については, 意外と今日の説に近い事柄が記され
ているようである｡ これはやはりなるべく当時残されていた同時代の資料に
基づいて記述するという方法に忠実だったおかげで, 史実から大きく離れる
ことはなかったためであろう｡
２. この作品は執筆された当時でも, 専門的な研究書ではなくて, 一般的な
概説書のレベルの著作であった｡ しかしカノッサのハインリッヒ四世を描い
た箇所で, それが紋切り型の記述であることを十分意識して記述している事
実からも明らかなとおり, 想定されている読者は全く無知な大衆ではなくて,
ムラトーリの多くの文通相手のような一応の教養を備えた知識人であった｡
今日でもイタリアでは知識人と一般大衆のレベルの差は日本よりもはるかに
大きく, 大半の名著は翻訳され出版されてしまうのだが, 当時はその差がさ
らに大きく, 膨大な文盲の大衆の海の上に少数ながら大変レベルの高い読書
人の層が突出していて, ムラトーリの膨大な著書や, ヴィーコの難解な著書
の出版を支えていたのであった｡ しかしこの作品のこの箇所の記述には, 今
日のこの問題を扱った概説書や解説などにくらべると, かなりはっきりした
違いがあるように思われる｡ たとえばすでに故人だが, 我が国におけるこの
分野の代表的な研究者堀米庸三の講座世界歴史の記述16）や, 現代の高度な概
説書を代表しているＡ.フリシュの 『叙任権闘争』17）などと比較すると, 二世
紀半という時代の差がもたらした研究レベルの差では説明し切れない差があ
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るように思われる｡ 事件そのものの記述に関しては, 二世紀半という差を考
えると, １. でも記したとおりムラトーリの作品は, 一応良い線を行ってい
る｡ しかしその一方で彼は, たとえば堀米が熱心に論及している, シモニア
によって聖職についた神父が行った秘蹟を無効だと主張した, グレゴリウス
の勇み足とも言える ｢ドナティスト異端｣ の問題や, フリシュが丹念に解明
している, フランスの聖職者らが構築した皇帝権と法王権の妥協策などにつ
いては, 前者には全く触れず, 後者についてもごくわずかしか触れていない｡
要するにこの闘争の理論的側面に関しては, シモニア (聖職売買) とニコラ
イズモ (聖職者の妻帯) という二つの罪の簡単な解説を除くと, ほとんど関
心を払っていない, と言っても過言ではあるまい｡ つまりムラトーリは史実
の追及には熱心だが, 理論的な分析や総合には最低限の関心しか払っていな
いのである｡ すでにコマッキオ論争においてもそうした傾向は認められたが,
二つの最高権力が争ったが故に, 理論的解明が不可欠だったこの闘争の記述
において, この著書の一つの特性が明らかになった, と言えるであろう｡
ただしそのことをこの書物の欠点と見なしては, それが書かれた時代への
配慮が欠けている, と言わざるを得ない｡ この作品は, 初めて企てられた,
文献資料に基づく具体的な史実の記述によるイタリアの通史であった｡ そう
した作品の必要を痛感していたムラトーリは, まず作品の完成を優先しなけ
ればならなかったのだ｡ ムラトーリはイタリア民族の統一を声高に叫んだ歴
史家では全然なかったけれども, この作品の出現によって, 読書階級の間で
イタリア民族の歴史が客観化され, そのことが民族統一の基礎の一部となっ
たことは疑問の余地がない｡
３. 続いて個々の人物や事件の評価に関してその一般的傾向を眺めてみよう｡
たとえばイタリア人であるアルドイーノ王の失脚の記述などから, 極端なイ
タリア人贔屓や民族意識は全く認められない, と言えるであろう｡ しかしイ
ルデブランドという, 名前こそドイツ人めいているが, イタリア生まれであ
ることが確実なグレゴリウス七世や, その後援者マティルダの言動は, ドイ
ツ人皇帝ハインリッヒ四世のそれよりもはるかに好意的な態度で表現されて
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いることは否定できない｡ 特にハインリッヒ四世に対しては, 一貫して容赦
なくその人格的欠点を指摘し続けている｡ しかしここでも民族的な偏見より
も, 人格的な好悪の感情に動かされている, という印象が強い｡ またムラト
ーリは夭折した君主などには同情を惜しまないが, その一方で成人した君主
に対しては, その道徳性とともに実務能力をかなり重視しているようである｡
グレゴリウスも法王になる以前は有能な実務家で, キングメーカーですらあ
ったし, マティルダも当時のイタリアでは実力ある女君主であった｡ 一方ハ
インリッヒは戦いに勝ちはしたものの, その治世は内乱に明け暮れ, 最後は
息子に実権を奪われてしまっている｡ 道徳性の欠如だけでなく, こうした弱
さもムラトーリの評価を低くしたらしい｡ しかしたとえばモンタネッリ18）の
ような後世の無遠慮な著述家にかかると, ムラトーリが賞賛したグレゴリウ
スは, はるかに厳しい評価にさらされる｡ それは彼のためにローマがノルマ
ン人の略奪の犠牲になったためで, グレゴリウスは, 人民を不幸に陥れた一
人の政治家として, 結果責任が問われているのである｡ ムラトーリにはそう
した視点はなく, むしろ略奪はグレゴリウスを裏切った罰だとしてローマ人
は非難され, 同じ趣旨のほぼ同時代人の詩までが引用されている｡ こうした
判断は, 我々の感覚からはほど遠いと言わざるを得ないであろう｡ やはりこ
の18世紀のこの歴史家の感覚には, 現代人には理解し難い部分がある｡
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On the descriptions of the age
of German Emperors and
the Investiture Disputes in the ’
Yoshiaki YONEYAMA
Following my six previous notes on the Annali d’Italia of L.A. Muratori, I
introduce the parts which cover the initial age of the rule of German Emperors
in Italy, and especially describe the Investiture Disputes. In this note I want at
least to pursue three themes, as follows:
1.How was the rule of German Emperors established in Italy?
And how did Muratori estimate each Emperor?
2.How was the prestige of the Papacy recovered from the depths with the help
of the German Emperors, especially Henry III?
3.How did Muratori describe the Investiture Disputes?
As the result of pursuing these three themes, we encounter some interesting
facts. First of all, the rule of the German Emperors was not so stable or reliable
as is generally believed. Soon after the death of Otto III, Ardoino was elected as
the king of the Italians by the Italian lords. But Ardoino was too barbarous to be
supported as a king. Muratori preferred the German king Henry II to Ardoino.
He never showed any influence of national preferences. As for the recovery
of the Papacy, Muratori frankly recognized the merit of the German Emperors,
especially Henry III.
But as for the Investiture Disputes, Muratori unilaterally took the side of
Gregorius VII and Matilde against Henry IV. But also in this case, his liking for
Gregorius and Matilde was based not on nationalist sentiment but on moral
judgement and personal taste. For him, Gregorius and especially Matilde were
more practical and realistic than for us. Exceptionally, Muratori sometimes
showed too much grief for kings who died too young, but except for such cases,
he usually liked mature, practical, and realistic kings or lords. As a conclusion,
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we can offer the following three points:
1.In this part, as in the parts I dealt with before, Muratori always describes the
history based on the writings of chroniclers contemporary, or nearly so to the
events.
2.Muratori showed little interest in the theoretical side of the Investiture
Dispute.
3.From the descriptions of this part, we can infer Muratori’s personal tastes re-
garding the characters as shown above.
